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本稿は，女子の就業経醗パターン立昔、よび賃金構造を比較する ζ とによっ

て，勤続を重ねるととの経済的利主主，離轄にとも友う経済的損失ヲさらには

世帯主務得の変化が女子就業に与える影響を考察する。賃金関数の推定結果

から次のととが護語された。高学盤女子の方が就業を継続するととによ

金の上昇は大きい。しかし一斑離職するとその開に生じる鐘金壁下も大き

く，その後再就業しても賃金はなかなか上昇しない。 ζの点、から高学盤者の

羅識による経済的ベナルティは大きいと言える O とれらの特徴比学涯需に

みられる就業経雄ノ4ターンの違いと符合する。高学E護者にとっては，勤続を

重ねた方が経済的手IJ益は大きいため継続就業者は多い。一方，一変難載する

と経済的ペナルティが大きいため再就業する者は少ない。また高学E童女子の

t段構主務得の大きな伸び比設女らの再就業意欲を喪失させていると考えら

れる O

百本の女子雇用労働力率を学歴5JIJVC米露と比較してみると，

で開きは大きく，一層低い穫を示している。 ζれは，わが国で与も

により多く存在するがき一度離職してしまうと彼女ら

かなか再審主殺しないために生じていると考えられ，上述したわが震の擁金構

造の特徴が背後で働いていると受けとめられる。
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1. 分析の目的

わが盟の女子就業に関する研究比労働力喜容

を分析対象としたものがとれまで、多かった。た

とえば，中高年の女子労働力率が近年上昇して

いると治、あるいは建時間謹用者としての労働

力が増加しているとかいう議論がそれである。

謹かに労働力指標比ある時点にj設ける

く，最近頻繁に使われるようになってきた。湾

人の人が就業・失業プールさらには非労働力の

問を毎丹出入りしているのか。そしてそれが景

気に応じてどのように変化するのか。失業問題

が間人いるのかといった静学的な分析に

念指標であるがラその反面， とれによっては就

業年数や離職期間ー失業期間といった話語学的な

情報を把握しにくいという欠点、をもっている O

労働力フローデータなどはこの欠点を補うベ

を考察するときに，フローデータ

源となっている。

のフローデータが題期的

働力移動を把握可能にしたのに対し，

わたって就業行動を遺跡した調査は，わが匿の

場合，手簿であったといえよう。このような状

況にあって，昭和57年の?就業構造藤本謁査JJ

は，由答者の就業経歴に光をあてる賞問事調を

窮3ました。高官職の有無や就業期間ラ壷業，駿
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さらには前職と現職の簡の離職期間や混戦

の勤続年数，産業，職業などをそ ζでは費問し

ている。前職以荊の情報が欠けている点札回

答者の生読にわたる就業経歴を鰐べるためには

不完全でbある。それでも， (1)学校卒業後一粛し

て労働市場に参加していた者，治)2罰以上労働

市場に出入りした者， (3)卒業後一定期間無業で

いて，その後就業した意 (4ト一度も就業繰験の

ない者，それぞれの人数や(5)就業期降 (6)離駿

期間が把握可能になった。

男女韓問機会均等法が諸行された現在，就業

した女子がどれくらいの期間働いてから離職す

るのか，また路星稜した女子の荷額が再び労働市

場に喪ってくるのか，その捕の離職期間はどれ

くらいなのか，女子の労働力移動にどのような

しているのか等々は，今後軍用政策

る上で，重要な情報になると考える。た

とえば企業が需用や昇進・配転・教育面I[隷を決

める上で，ある従業員が何年後に離職しそうな

のかは決定的な要問になると思われるからであ

るO そζで本稿では57年「就業講造基本龍査J

の偲襲データ会選去に，アメラカにおける!笥種の

データと比較しながら，わが鴎女子の就業経躍

の特徴を探るととにする O また問時に，

の就業経震や労働力移動の比較を通じて，

主所得や女子の質金プロファイノレが転職，韓

議，再就業の意思決定に与える影響を考察した

レミ。

2. 就業経麗パターンの学歴時比較

就業経墜を学盛時で比較するのには，世帯主

所得や筆者金弛果を考えるという目的の他札 も

う一つの目的がある c わが謂の女子労働力率の

特徴とした学援簡の格差が小さいととがしば

しば指摘されてきた。表-1は日米の学麗}jIJ女

子労働力率を示しているが，アメ 9カでは30代

後半になってからも，明らかに高学護者のガが

労働力率は痛い(アメヲカの公表データでは学援

]jljの労働力惑は40歳以降年齢分叡が続いために，と

こには掲載しなかった)。それがB本では，自営

業主，家族従業者，護用者をと合計した労働力率

は，未婚者の多い20代では高学墜者の方が圧倒j

的I'C高いが，年齢がよがるに従ってとの関!系は

逆転し， 30代後半から40代ではむしろ高学震者

の方が抵いという傾向を生み出しているc 自営

業主，家族従業員をと除いた悪用労働力率に限っ

てみても， 30代後半からは学歴問で類似し

になってたり，ほとんどその差はない。なぜ，

ζのようにわが国の女子労働力率の学襲間格差

は小さいのか。就業経験の劉面から ζれ

るのが歩もう一つの局的である O

就業経歴をみる貢iJ丸労働力移動率について

検討しておこう。間一 lは30歳から39畿の既婚

女子に限定したときの，転職率・離職率・継続

-新規就業率を4大都市舗とそれは外の

地域に分け，示している o ζの臨で転職率と

は年言討に比べ麗荊主の変わった者の 1年前

の就業者に占める罰金であり，離職率札 1年

前には就業していたが!調査時点、では就業して

いない者の割合である。さらに継続就業率は 1

年前も調査時点でも間ーの麗用主のもとで働い

表-1 学皇室耳IJ女子労働力率 (8;1モ告別年(%)

日本

中学zzi 、高校本
55.7 74.9 

44.0 45.8 

49.1 44.4 

綴仏 52.7

65.7 58.3 

臼;$:C月筆活労働力率〕

年総! 中学率 1凝轍竺ム一平竺・大学ぷ
20-24 I 47.9 70.1 80.4 

25-29 1 鈎 5 35.3 48.5 

30-341 28.3 イ 28.4 33.8 

35-39 1 35.0 33.6 35.2 

40-44 I 38.5 36β40.3  
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ている就業者の割合てう lから転機率，離職率

をヲiいた割合に他ならない。また新規就業率と

は年寄Ijに無業であった者のうち，

した者の審1]合と定義されている。

これらの躍を時点簡で比較して雷える ζ と

也転職率3 離職率が首尾一貫した欝ぎを示し

ていないのに対L，新規就業主義はいずれの学

霊，地域KSいても，時期の経過ととも

している点てザある O その結果ヲ近年女子の就業

っている ζ とがわかる O

さて本塁裏にもどって， ζれらの指標を学歴需

で比較してみると，次のような ζ とがわかるc

まず転職率は，高学E護者ほどfまい。離職率は，
中学卒，高校卒に比べ短大・大学卒の方が{ま

い。したがって当然，継続就業率は，中学卒，

りも短大・大学卒の方が高いことにな

るO 一方，新規就業率比中学卒，高校卒，

大・大学卒の順で高くなる。以上の結果から，

学震の高い者の方が，企業あるいは労働市場へ

く，道に低学盤者の方が企業簡ヲ

あるいは労働力と非労働力の間を涜動している

者が多いと推測される。

1 30-39銭既婚女子の転磯率・離磯率，継続就業率・

転戦毒事 畿毒義主事
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次に就業経整合学経JjIJにみてお ζ うO

働力移艶察が前年との対比だけをみていたのに

対し，就業経歴は学校卒業以後の労{動力状態を

遺跡するととになる。ととではアメヲカとの比

較のために， Corcoran (1979) に従って，国

2のように就業経懸を 8つのパタ…ンに分け

て必く。なお，転職しでも年以内に再就業

した者は，学校卒業設，一費して労働市場にと

どまっていたという意味で，継続就業タイプの

パターンAの一部として当障は扱う O また 1

以上の離職業完潤を麓いて2度以上転犠した者は

パターンCK含むことにする O またデータは昭

和57年の f就業構造基本調査Jが対象とした約

83万人のサンプんから，計算時間の範的のため

に，熊作為に抽出した10%のサンプルを用いる

ζ とにする。

2は15歳から65議の有産調女子に限定し

て，現在耀用就業している者に占めるパターン

A， C， Dの苦手j合を示している〈アメヲカの数

字は， 18裁から65議までの有配偶女子および世幣

3三)。

まず白米について比較してみる。

している者のうち，学校卒業後一貫して就業

している者〈継続就業摂)の害j合比両臨でさ

ほど護が念い。特にわが賠の継続就業型の女子

の割合は黒人女子とはほとんど慈がないし，由

人に比べれば5弱ほど継続就葉者が多いという

隠-2 就業経膝パターン

パターンBE:…一紙 業主ニニニニヰ 発車f掌

/<ターン 1左京記議長

ノミターンDI 非就業 浅ささきさ就 業主主:;;;;::::j

パターンEI 非主主業

結果になっている。他方，断続就業型の麗荊者

に占める割合は，黒人女子とまったく鷲はな

し宙人女子よ哲20%ほど抵い。道に遅延就業

型の割合は由人よりも15%ほど高い。わが国の

既婚女子の中には，労働力と非労働力の需を流

動するいわゆる繰遣労働力が多数存症すると

われた。だがとの指標をみるかぎり，わが国の

断続就業援や遅悲就業裂の流動的女子労働が雇

用者に占める割合払アメリカの黒人女子と伺

軽度，白人女子に比べれば若干少ないという結

なっている。またいずれのパタ…ンの割合

札黒人女子と類似している点は控目される。

自人女子に比べれば，わが国の謹F持者に占め
る断続就業裂騒用者の割合はなぜ低いのか。一

つの可能性が考えられる。第1は，離殺する

がわが習では少念い，言いかえれば定議窓会2高

いという可能設であち，第2は一度仕事を離れ

ると再び労働市場に隈ってくる者が少ないとい

う可能性である。もし第lの理由が正しいなら

ば，継続就業者の就業年数はアメジカに比べて

長いはずである。しかしデータは議に日本の方

が酪人に比べて1.1年，黒人に比べて4.6年短い

ととを示しているc また筑婚女子の離戦察を比

較しでも，日本の方が低いとは繋えない (Hi-

guchi (1987) )。したがって第2の理由，すなわ

ち離職者のうち再び就業する者が少ないと

ざるをえないむとの点、は後遣される。

表 2 有配偶女子の就業経験パターン

〈現在雇用就業している著者〉

ノぞターンA
(継続就業~) 141.1琵130.01 41.61 59.5 1 35.6 1 42.4 

〆ぞターンC
(厳寒露就襲撃祭) 115.8克114.9117.61 11.3 1 35.5 115.8 

パターンD

L_~干哩1111rl 竺
ノぞターンA

平均就業輸 州 11.31ω
|パターンD

1531MJ14117.29.8M 
鴨統業年数 I7・6i 8.217β8.1 13引 15.1 
資制) B:;$: r就業者寄進ミ喜本調3霊s
アメヲカ Corcor釘 1(1979) p 223 . Figure 13.3. 
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ためにーその後転車襲を繰り返したサンフツレを含んて・

いない。とのため司離犠率i立過少に推計されてiハる

可能性がある)。この表をみると，就業後5年以

内に企業をやめた者の富合には，学盤問の鷲は

ほとんどない。差が開いてくるのは就業後6

たった後で，短大・大卒者がこの艶続年数に套Ij

達すると離職者は急減するのに対L，中卒者に

は依然として多くの雛験者が見受けられるc そ

の結果， a癒査時点でも，号iき続を就業している

者は高学E護者に多いという結果?となっている O
次に暁在就業している高学護者の中?と，

に就業した者で同一企業にとどまっている者の人口
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後一貫して問一企業に勤める者が多いもう一つ

の理由，すなわち転職や無業を経験してから中

産就業する者が高学箆者に少ないかどうかをみ

ておこう。隠-4はこれを示している。中途就

業者は卒業後10年以下の若年潤ぞは中卒者の中

に 15年tJ上経った30代ではやはり中卒者やそ
れに加え高卒者に多く見受けられるo 短大・大

卒者の該当人口に占める中途就業者の比率比

卒業後10年から15年が経過した年齢屠を除く

と， どの年齢層でも中卒者に比べ10%以上低

ャ、c

ζのうち…度就業を経験し，一定の離職期間

後，再就業した殺がどれくらい存在するかをみ

たのが，表-4である(との表比前職を昭和40

表-3 就業後の経過圭手数と累積離職率

A.隠fD40-45年に就多量した革まのうち?ぜ年以内iこ縫綴あるい
は車五軽量した者の割合{ざ) (予五}

子H王 短大・大学卒

7.32 
2 16.67 16.09 22.20 
3 30.00 31.77 38.54 
4 37.吉4 43.88 47.07 
5 51.90 56.89 55.37 
s 自0.95 66.33 61.95 
7 67.46 73.1守 65.85 
8 75.24 77.67 67.8悲
9 18.57 80‘58 S号.27
10 86.51 85.45 70.4号
11 88.25 86.76 ?容。73
12 事0.32 88‘00 71.71 
13 告'2.22 88.号5 71.95 

7.78 11.05 28‘05 

B. iIl'l幸040-45をおこ就業した煮のうち?三年以内iこ書記事表した
者の割合 (%) 

高校卒 ! 主智大・大学卒

8‘72 8.62 
2 25.21 22.28 26.36 
3 41.18 38‘18 40.56 
4 49.72 4号.53 52.47 
5 63.31 61.52 60.58 
6 72.号7 70.03 64.39 
? 82.35 76‘62 68.82 
8 88.10 81.72 70.85 

年から45生存， 45年から50年に離職したサンプノレ令まま

に作った。とのため、河期間に離職しでも，その後

就業事離織を繰り返した者はサンプんからはずされ

ているためき再就業率は過少に後定されている可能

性がみる o また離職後 1年以内に符就業した“姦ーはと

こには含まれていない)。 ζの表によると，離職

後，得票就業する者の割合i立高学雇者において

低い。また離職後1年以内に再就職した転職者

は低学歴者の方が多いから，彼女らを含めると

すます低いこと

になる。

tJーとの結果から，高学歴者は金業への定着率
一度離職すると，なかなか再就職し

ない ζ とが謹認された。表 1K示された

子労働力率の学E輩格競は小さいj というわが誼

表 4 藤議後の経過空手数と累積再就業確率

A. R若手口4か~45:1j:: 1こ難織した殺のうちN:'ë手ぷ六 lこ際立之雪量した
者の割合(主主〉 (%) 

3‘47 3.93 
2 5.事4 6.18 

3 7.14 8.40 6.74 
4 ゑ52 9‘85 8.43 
5 11.67 11.87 8.99 
4 13司33 13、77 弘幸吉
円 14.76 15.01 8.99 
容 16.90 16.01 告.55
9 18.33 17匂02 10‘11 
10 21.67 20.94 12.宮2
11 22.14 22.62 14.61 
12 26.19 26.76 18.&1 
13 29.05 2事.79 21.91 

B. 苦手口40-151'S1こ者苦戦した者のうちN年以内に鰐筑紫した
者の割合 (%) 

N主手 中学ぷ | 続校ぷ 短大・大号室主主

l 3.20 4.33 3.47 
2 6.24 6.55 4.70 
3 8.22 8.41 7.43 
4 10.05 10.04 き.41
5 II忍7 12.32 10.89 
a 14.76 14.84 11.39 
7 22.83 18.45 14.36 
s 26.48 21.21 17.08 
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定購率では高学歴者の方が上部って

糊位冨#業する者が少ないため， ζ 

じていると言える。支

払学童によってこのよ

な議いがあることは法設さ

表-5 男女間平均賃金の格差〔男子=100)

資料)J‘Mincer"Intercountry Comparison of Labor 
Force Trend怨 an品。.fRe1剖ed"Developments" 

Journcd 01 Labor Economics， VoL3.Nul Part2， 
January 1宮阜苔

表-6 継続就業著者の5尊重ど間賃金絡釜(男子=100)

j 大学卒

96 

91 

87 

85 

90 

表-7 勤続年数の策会;こ与える効果

女子 (%) 

室主続去手数 中学本 言語校総 短大卒 大学卒

1-5年 4.23 4.49 4.66 4.69 

6-10 3.02 3.94 4.02 4.74 

11-15 1.72 4.28 4.79 

16-20 3.90 2.99 3.80 5.63 

1.51 7.66 3.宮8

26-30 I -0.57 2.69 2.75 3.70 

平均 2.63 3.06 4.53 4.5吉

叩十男 {予五}

勤続年数 j中学卒; 高校卒 矢選大卒 大寺是正事

1-5年 6.43 5.10 4.86 5.73 

6 -10 4.41 5.41 6.66 6.26 

4.00 4.50 3.51 4合89

5.38 4.96 4.53 4合73

21-25 2.91 3.60 3.60 3白64
26-30 1.96 2.45 2.23 2.75 

平均 4.18 4.34 4.23 5‘57 

資料) 表-6とi電じ

3. 労働力移動に与える

高学歴者に上とべ，

者が多いのはなぜか。

てみたい。

先進諸冨の中で

も大きい部類に属すc表-5は統計のとれる

6カ国について男子平均鏡余令100とした

ときの女子の平均賃金を示している。この 6カ

中で日本はとびぬけて小設な{肢をとってお

り，男女間賞金格差は大きいことがわかる。し

かしラ学校卒業後，同一企業に継続就業じてい

る者にかぎって男女間賃金格護をみてみると

Lその差はずっと縮まる。
就業後10年が経通した後も，

10%ないし15%にi畏まっている令したがっ

きいのは，学歴や勤続年数を同じくする

あるのに加えて，学歴や勤続年数の構

あること，さらに

引きょげ効果が他の菌々に比べて大きいため

に， ζれが男女聞の勤続年数の構成比の議いをと

るように{働くためであると考えられる

(Mincer and Higuchi (1987口。
7は怒:練生手数とともに重金がどのように

学壁J.lIHてみた表である。

るかぎり，男女とも

きい。特に， この傾向

る。表-6の男女間賃金格競を

比較した場合，長期の勤続年数のとこ

壁産者の格諜が小さかったのは， このためであ

るC

このよう念勤続年数の護金に与える学霊簡の

効果の遣い比離職行動にどのような葬響を与

えるであろうか。おそらく挟給者は企業にとど

まったときに得られる鍍金と一度離職L 再就

業したときの議食会比較しながら，告らの就業

行動を決定しているのだろう。そこで両ケース

における蜜金を推計するために，学歴別に賃金

関数を推定した。説明変数として，離職以前の

就業年数Xl，離職期間離職後の就業年数X2

のl次主要および2次壊を蜂F脅した。したがって

離職経鞍のない継綾就業者については，現職の
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勤続年数をX1とし D，誌をそれぞれ4昔、ロとし

ている。議金額数の形は片対数式とした。

データとして，前騒の動続年数，離職期間，

現駿の勤続年数のとれる昭和57年の『就業構造

基本語査ょの個禦デ…タをこれまでと開操荊い

た。なおこの調査では時開あたり賃金率が寵接

とれないためラ本業の年間続入札本業のi嬰あ

たり就業時間，年間就業日数から推計された年

開肩掛縁日ヰ昭引潮1_.，.-倍A"お伯仲赦した。サンプ

んは50殺未溝女子の継続襲用者，

ある。

8 f主，このようにして推定された学腫引

の賃金率関数の結果である。推定されたノミラメ

ータは就業年数については正鐘，離職期間につ

いては負植の期待遇りの符号をとっている。

8の推定結果を用いて，継続就業者と

職者の賃金率を比較したのが罰-5である。転

識者としては 5年穀業した後に長年隣離職

し，その後再就業したケ…スを想定している。

また学歴簡の護金惑の伸びを比較するために，

拐{受給を100に醤悲した指数になっている。ま

ず継続就業者の舞金率上昇を学腫]]IJK..比較する

と，高学腰者の伸びが明らかに大きい。他方，

転職者についてみると，離職している問に低下

る猿金申請はやはり高学歴者の方が大きIr>o中

卒者については推定された離職期開のパラメー

タが有意で念かったことからもわかるように

ほとんどこの間の低下はないと予想される。語

・大卒者の護金低下此 4年興需の離職期隈の

障に89話ほどにのぼる。さらに再就業した後の

も，中卒者の場合，継続就業者とほぼ

して上がるのに対し，高卒者，短大・大卒

者のそれは相対的に小さい。その結果，高学窪

者の方が低学鰹者κ比べ離殺にともなう経済的
ペナノレディは大きいと予想、される。

供給者が様続して就業する場合と一時離職し

でかあ再び就業する場合の策金を比較しながら

彼女らの就業行動を決めているとする念らば¥

高学護者の離聴にともなう経済的ぺナルティは

大をいから2 彼女らの定着率が高いのは合理的

な判断の結果であると蓄える。一方， i在学歴者

にしてみれば二離職の経済的ぺナルティは小さ

いから，結婚や出産あるいはその他の銀人的な

理Eちから離殺したいと思うと，その経済的ペナ

ノレティを考えずに離職できるはずで、あり，離職

くなる。

4. 労動力移動に与える設帯主所得の

効果

それでは，ー震離犠してからの再就業率が器

学盛者に高いのはどうしてであろうか。こ ζま

では学歴関における質金プロファイルの違いだ

けを考慮して零たが，就業あるいはそれKとも

なう彼女らの所得に対する必要性が学務によっ

て違う可能性もある。たとえば，もし学盤のft)

た者向士が結婚する傾向にあるという ζとを認

めるならば，高学援男子の所得は平均して高い

から，高学墜女子の所得に対する必袈性は揺対

的に砥いかもしれない。

そこで投手持主所得の労働カ移動に与える影響

を検討しておく。国…6は， 20歳から29惑の子

供のい念い既婚女錠の各労働力移動率を，思-

7は30戴から39識の子侠のいる既婚女性の移動

率を世帯主所得(夫の所得〉時層別に示してい

る。各移動率とも翻 1と問ζ定義に従ってい

表 8 女子賃金怒喜善数の緩定結果

中学総 ぬ校Z事 j短大・大学卒

サンプル数 1，226 日'52I 1，743 

tJ1片 6.3763 6.5288 6.6491 

(181.74) (399‘79) (302.58) 

X， 0.002251 0.03167 合.05991

(0.33) (7.99) (10.31) 

x; 0.000704 0.000051 一ω服~2 I 
(2.83) (0.33) (3.06) 

D -0.0む018 山 0.01190 -0.01778 

(O.03) (3.23) ( 1.99) 

D' …0.00∞39 0.000330 0.000603 

(む.32) (3.08) (1.92) 

X， 0.02019 0.0069告 0.00777 

(2.84) (1.46) {な80)

x; -0.000111 0.0∞告52 0.001777 

(0.30) (2.89) 

R' 0.074 0.131 0.236 

設 logw a ゅ bX. や CX，2ヤ dD+ eD'叩 rx，
仰い gX，' 
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る。まず離職率をみると，世帯主所得の高い女

子の方が離職率は高い傾向にある。 i最に一度就

業をやめ 1年以内に再就業した転職者の割合

比蛍帯主所得が高いほど患い。また就業経験

をもた念い女子，あるいは 1年以上離載してか

ら就業した女子の割合，さらには新境就業率は

いずれも世帯主所持の高い家計でfまい。

経済学では，ある供絵主体が就業を続けよう

とするための，あるいは新たに就業するための

義母費金を醤探貴金科と呼んでいる c した

がって， これよりも高い賃金が企業か

れれば，その誤絵主誌は就業を決意するい そ

れ以下の賞金であれば就業を拒む。と

金の概念を覆って，これまでに観

察された労働力移動を説明してみ

ょう o lW 
3電

民一6，図-7にみられた労髄念 125

カ移動は，いずれも世帯主所得の箔 120

高い女子ほど，留保賃金は痛いこ数 115

とを示している。すなわち，

世帯主所得をもっ女子の離職率は 105 
高いから，企業の蝿示する

に比べて留保賃金の高い女子がこ
95 

のような家計には多いと予想され

る。また新規就業率は世帯主所得 。唱 の 作 品

が高いほど逆に祇いから，やはり | 

企業の提示する賞金よりも器保質鏡 1601
金が高くて，就業史患いとどまる金 155r
者が多いと考えられるo転職漆K jを150ト

ついては一驚就業をやめても散数 14~L
14喜子

5. に代えて

で就業経歴にみられた

いを整理しておとう C 世帯主所得

るにつれて上昇する。他の匿に

き1ハカ〉ら， わヵ:

とともに一層大きく上

るO したがって他の条件が一定

るならば二年齢とともに女性の醤保

ると予想、される。これが，アメリ

る女子がわが爵で少ない一つ

もしれない。

る効果を学盤JjIJ

1Zl-5 齢就業者と

中学卒業者

110 

が{患いためにすぐ

多い。すなわち，

い家計では，饗の携得?仁会守する必

要量が椙対的に告まいわけで，それ

れなければ

就業しない。したがって，

金はこのよう

ことをう

していた。

3

5

5

 

3

2

2

 

1

1

1

 

115 

110 

... ... ... ... ... 
，，H 転車費者

....司「... ... -----

9 10 11 

高校卒業者

....-... ... .... 
““・--が'---旬、ι __tJIIII#'""""，，--酬 v 絞殺害言

百叩四F

。1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
卒業後め若手数

注)転職者の賃金は，まず5年就業しその後総理難し. ~専び絞殺 L たケースをま君宣言している c
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に考えると，表-7でみたように高学難者のガ

が男子の舞金も大きく上昇する O もし世帯主

(夫)と棄の学E震が正の相関をもっているとす
れば，高学麓女子の方が世帯主所得の伸びも大

きいから，彼女らの留保舞金は年齢とともに大

きく上昇ずるはずである。

他方，出産や育先は器保賃金を一挙Kヲ!

げる O それでも子供が大きくなるにつれて脊j患

の手間は省けるから，留保賃金は徐々に低下す

るO 間一8のA.1， A. 2が示すように世帯主

所得の上昇が大きいだけ，育児期における

E護者の留保賃金の低下幅は小さい。

女子本人の賃金における学躍の特徴札詔一

らに示されたようにヲ高学援者の方が勤続年数

とともに上昇する賞金臨が大きい。それと問時

に，離戦にともなう経済的ペナルティも大き

かった(図-8のB.1，B. 2を参煎〉。したがっ

て前者の持識は，企業から接示される賃金(提

示賃金)が留保賃金を生援にわたって上司る誼

8のC.lのような女性が高学麓者に多く， {患

い離鞍率を導く。{何らかの理由によって留保震

金が上昇したとき，低学E護者の賃金の伸びは小
さいからヲC.2のよう

下関札離職する者は多い。

次に離職にともなうベナノレティは高学盛者の

方が高いという特散があった。もし，髄係賃金

率が生謹の稼得所得を考えながら

されるならば二離織にともな

うペナルティの大きさは器保賞金

にも欝響するかもしれない。 ζの

ため，高学歴者のベナ/1-ティは大

きいから，世帯主所得が一定なら

離職喜iIの寵保援金は高学護者の方

が低いだろう。だがそれは留保賃

金の水準に影響するだけあって，

年齢tとともなう変化への影響は小

さいと思われる O 以下では離職後

の再就業行動について考察すると

とにする。

まず高学聾者て。は世帯主所得が

大きく上昇する分だけ，子供が大

きくなっても留保賃金の低下は小

さいとすでに述べた。さらに離職

による彼女らの賃金の低下は大き

いから，一度離職すると，

者では， D.lのように離職後，市

場議金が留保襲金を一貫して下由

る可能性は強い。したがって，再

就業する者は高学躍女子に少ない

と考えられる。選に低学量産女子に

ついては，器保賃金の低下も大き

いいゐ離職による賃金の低下も小

さいから，留保震金と市場舞金が

逆転して，市場舞金が上関与再就
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

卒業後の主手数 業する者も多くなるはずである O

以上，観察事実に奉づいて，労

， 
，; 
J 
J 
/ 

、、、、 Ji，，J転職業
‘、.，
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図ー7 30-39歳の子供のいる既婚女子の離職率・新規就業率・継続就業率・転職率(雇用者)
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位) この図でほの年間勤労所得を世帯主所得として用いている。所得区分はそれそ‘れの区分の実質所得が調査5i究
等Lくなるよう以下のように区分されている

世帯主所得区分 I E E 百 V 可1 vn 澗 区 X 

1971年 -19 20-41 42-61 
62-82 83-103 104-124 

125-166 167-208 209-292 
293-

1974 -29 30-61 62-92 93-123 
124-154 155-186 187-248 

249-310 311-436 437-

1977 -38 39-79 80-119 
120-159 160-199 200-240 

241-320 321-400 401-562 
563-

1979 -42 43-86 87-129 
130-173 174-216 217-260 261-347 

348-434 435-608 609-

1982 -49 50-99 100-149 150-199 
2∞-249 250-299 300-399 400-499 500-699 700-
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図-，8 提示賃金(w)，留保賃金(粍〉と継続就業離戦再就業の関係
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